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主な内容

和寒町表彰式　町政への功績たたえる　P２～P４

和寒町の財政状況をお知らせします　P６～P10

学校評価を実りあるものに　P16

除排雪作業にご協力を　P18

冬の生活を応援します　P21

11月２日 

和寒中２年生が職場体験
　お菓子作りに挑戦（フタバ屋）



功
　
労
　
表
　
彰

樋
口
　
　
稔
　
様
（
北
町
）

昭
和
61
年
か
ら
現
在
ま
で
教

育
支
援
委
員
と
し
て
、
永
き
に

わ
た
り
就
学
時
に
必
要
な
児
童

の
適
切
な
支
援
に
つ
い
て
ご
意

見
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
障
が

い
の
あ
る
子
ど
も
達
を
見
守
り

育
て
る
た
め
の
育
成
会
会
長
と

し
て
、
地
域
の
相
談
役
と
し

て
、
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
18
年
か
ら
現
在

も
介
護
・
保
健
・
福
祉
対
策
検

討
委
員
会
委
員
を
務
め
る
な

ど
、
本
町
社
会
福
祉
の
振
興
に

ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

誠
実
な
お
人
柄
で
多
く
の
方
々

か
ら
信
頼
さ
れ
て
い
ま
す
。

林
　
　
建
一
　
様
（
西
和
）

加
藤
　
健
一
　
様
（
西
和
）

山
田
　
洋
子
　
様
（
西
町
）

藤
村
　
光
司
　
様
（
三
笠
）

こ
れ
ま
で
中
学
校
跡
地
利
用

検
討
委
員
会
や
特
別
職
報
酬
等

審
議
会
委
員
な
ど
を
歴
任
さ
れ

た
ほ
か
、
現
在
も
総
合
計
画
審

議
会
委
員
や
、
塩
狩
峠
夫
婦
岩

周
辺
整
備
事
業
検
討
委
員
会
で

は
委
員
長
と
し
て
、
産
業
振
興

の
推
進
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
15
年
か
ら
商
工

会
副
会
長
や
観
光
協
会
副
会
長

な
ど
を
歴
任
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
功
績
は
誰
も
が
認
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

和
寒
町
表
彰
式

　
　
　
　
町
政
へ
の
功
績
た
た
え
る

平成 30 年度

11
月
３
日
公
民
館
に
お
い
て
、

　
　

多
数
の
来
賓
が
出
席
す
る
な
か

　
　
　
　

執
り
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

秋
深
ま
り
菊
か
お
る
文
化
の
日
　

昭
和
54
年
か
ら
土
地
改
良
区

監
事
と
し
て
、
20
年
の
永
き
に

わ
た
り
農
業
生
産
性
の
向
上
、

土
地
改
良
事
業
の
適
性
か
つ
円

滑
な
実
施
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま

す
。ま

た
、
国
民
健
康
保
険
運
営

協
議
会
委
員
と
し
て
平
成
７
年

か
ら
16
年
間
、
国
民
健
康
保
険

の
適
正
な
運
営
に
ご
尽
力
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
地
域
か
ら
の

信
望
の
厚
さ
は
、
誰
も
が
認
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
22
年
か
ら
７
年
に
わ
た

り
農
業
委
員
会
委
員
を
務
め
ら

れ
て
お
り
、
本
町
農
業
の
振
興

発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

ま
た
、
和
寒
町
農
業
協
同
組

合
理
事
、
上
川
北
農
業
共
済
組

合
に
お
い
て
は
理
事
、
並
び
に

代
表
監
事
と
し
て
25
年
の
永
き

に
わ
た
り
ご
活
躍
を
い
た
だ

い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
温
厚
誠

実
で
地
域
の
信
頼
も
厚
い
方
で

す
。

平
成
12
年
か
ら
現
在
も
永
き

に
わ
た
り
保
護
司
と
し
て
更
生

保
護
活
動
に
務
め
ら
れ
て
い
ま

す
。ま

た
、
交
通
安
全
指
導
員
、

生
活
安
全
推
進
会
議
委
員
、
平

成
15
年
か
ら
10
年
間
行
政
相
談

員
と
し
て
本
町
の
生
活
安
全
活

動
に
寄
与
さ
れ
、
そ
の
功
績
は

誰
も
が
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。



ふるさと永住功労表彰受賞者

前列左から工藤さん、斉藤さん、佐々木さん、吉田さん、虻川さん、髙原さん、山口さん、眞嶋さん
中央左から小野田さん、藤中さん、高橋さん、白鳥さん、杉澤さん

ふ
る
さ
と

永
住
功
労
表
彰

ふ
る
さ
と
永
住
功
労
は
、
毎

年
10
月
1
日
に
お
い
て
年
齢
が

満
80
歳
以
上
で
、
本
町
に
在
住

し
て
い
る
期
間
が
60
年
以
上
の

方
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。
受

賞
者
45
名
を
代
表
し
て
、
工
藤

昭
様
に
表
彰
盾
を
贈
呈
い
た
し

ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。 

（
50
音
順
）

故 

安
孫
子 

和
男
　
様(

中
　
和)

虻
　
川
　
カ
　
ツ
　
様(

日
ノ
出)

虻
　
川

　
ツ
ル
子

　
様(

日
ノ
出)

安
　
部

　
哈

　
子

　
様(

菊
　
野)

泉
　
谷

　
正

　
勝

　
様(

東
　
和)

市
　
川

　
美
代
子

　
様(

三
　
和)

大
　
浦

　
ハ
ル
ヱ

　
様(

三
　
笠)

大
　
盛

　
ひ
で
子

　
様(

三
　
笠)

沖
　
津

　
寿
美
子

　
様(

日
ノ
出)

小
野
田

　
頴

　
意

　
様(
西

　
町)

小
　
畑
　
國
　
男
　
様(
松
　
岡)

工
　
藤
　
　
　
昭
　
様(

東
　
町)

國
　
見
　
勢
津
子
　
様(

三
　
和)

斉
　
藤
　
榮
　
治
　
様(

西
　
町)

佐
々
木
　
ト
ミ
ヱ
　
様(

三
　
笠)

佐
々
木
　
ヨ
シ
子
　
様(

中
　
和)

佐
　
藤
　
タ
カ
子
　
様(

西
　
町)

下
　
井
　
マ
ツ
エ
　
様(

南
　
町)

白
　
鳥
　
和
　
信
　
様(

西
　
町)

新
　
堂
　
純
　
子
　
様(

西
　
町)

菅
　
川
　
良
　
子
　
様(

三
　
笠)

杉
　
澤
　
昭
　
一
　
様(

三
　
笠)

髙
　
岡
　
晃
　
正
　
様(

北
　
町)

髙
　
橋
　
フ
サ
子
　
様(

日
ノ
出)

髙
　
橋
　
政
　
利
　
様(

三
　
笠)

髙
　
原
　
幸
　
子
　
様(

北
　
原)

田
　
中
　
　
　
惠
　
様(

西
　
町)

谷
　
口
　
忠
　
義
　
様(

三
　
笠)

玉
　
根
　
久
　
子
　
様(

菊
　
野)

千
　
葉
　
義
　
明
　
様(

日
ノ
出)

辻
　
尾
　
廣
　
志
　
様(

東
　
丘)

中
　
塩

　
し
ま
子

　
様(

西
　
町)

中
　
振

　
文

　
夫

　
様(

東
　
町)

長
　
田

　
登
志
子

　
様(

西
　
町)

濱
　
田

　
則

　
彦

　
様(

菊
　
野)

藤
　
中

　
　
　
清

　
様(

川
　
西)

牧
　
野

　
幸

　
子

　
様(

西
　
町)

眞
　
嶋

　
秋

　
子

　
様(

松
　
岡)

松
　
村

　
ミ
ツ
子

　
様(

西
　
和)

三
　
浦
　
尚
　
文
　
様(

日
ノ
出)

南
　
　
　
竹
　
雄
　
様(

三
　
笠)

山
　
口
　
ハ
　
ツ
　
様(

三
　
笠)

山
　
下
　
　
　
等
　
様(

三
　
笠)

吉
　
田
　
惠
美
子
　
様(

西
　
町)

褒
　
賞

「
優
良
商
工
従
業
員
」

薄
井
　
　
豊
　
様
（
三
笠
）

昭
和
59
年
４
月
、
株
式
会
社

近
藤
組
に
入
社
、
以
来
34
年
の

長
き
に
わ
た
り
勤
務
さ
れ
、
現

在
、
土
木
部
課
長
補
佐
と
し
て

ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

入
社
以
来
、
土
木
畑
一
筋
に

精
励
さ
れ
、
土
木
施
工
管
理
技

士
の
資
格
を
取
得
し
、
主
要
な

工
事
を
担
当
す
る
有
能
な
技
術

者
と
し
て
、
上
司
や
部
下
か
ら

の
信
望
が
厚
く
、
社
業
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

梢　広報わっさむ　平成30年12月号3



山
口
　
正
夫
　
様
（
西
町
）

盆
栽
芸
術
美
の
探
究
に
か
け

る
情
熱
と
、
旺
盛
な
研
究
心
は

誰
も
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
盆
栽
愛
好
会
で
は
20

年
以
上
に
わ
た
り
、
副
会
長
と

事
務
局
長
を
兼
任
し
、
会
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
事
業
の
推
進
、

企
画
立
案
な
ど
に
携
わ
り
、
愛

好
会
の
発
展
や
普
及
活
動
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

岡
安
　
洋
子
　
様
（
三
笠
）

６
歳
の
時
に
日
本
現
代
舞
踊

徳
本
流
す
ず
ら
ん
会
和
寒
教
室

に
入
門
、
以
来
永
き
に
わ
た
り

精
進
を
重
ね
ら
れ
、
平
成
３
年

に
名
取
、
平
成
７
年
に
は
師
範

を
取
得
し
、
平
成
30
年
に
は
正

師
範
と
な
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
職
場
勤
務
の
傍
ら

練
習
に
励
み
、
芸
能
発
表
会
な

ど
に
積
極
的
に
参
加
さ
れ
、
将

来
を
担
う
有
望
な
人
材
と
し

て
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
華
道
、
茶
道

に
お
い
て
も
自
己
研
鑽
に
努
め

ら
れ
、
地
域
文
化
の
向
上
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
橋
　
春
貴
　
様
（
松
岡
）

小
学
1
年
生
の
と
き
か
ら
塩

狩
太
鼓
少
年
団
に
加
入
以
来
、

27
年
間
に
わ
た
り
技
術
の
向
上

に
励
ま
れ
、
町
内
外
の
多
く
の

イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加

し
、
地
域
文
化
の
普
及
発
展
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
塩
狩
太
鼓
保
存
会
の

中
核
と
し
て
、
ま
た
、
塩
狩
太

鼓
少
年
団
育
成
会
理
事
と
し
て

少
年
団
の
指
導
に
あ
た
ら
れ
る

な
ど
、
優
れ
た
指
導
力
を
発
揮

さ
れ
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に

寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
田
　
弘
二
　
様
（
西
町
）

平
成
７
年
に
野
球
連
盟
に
所

属
以
来
、
野
球
少
年
団
、
和
寒

中
学
校
の
コ
ー
チ
、
監
督
を
歴

任
さ
れ
、
平
成
18
年
か
ら
は
副

会
長
、
23
年
か
ら
は
会
長
と
し

て
連
盟
の
運
営
や
普
及
活
動
な

ど
、
ご
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
21
年
か
ら
は 

一

般
財
団
法
人 

和
寒
町
体
育
協

会
の
評
議
員
、
25
年
か
ら
は
監

事
、
29
年
か
ら
は
副
会
長
と
な

ら
れ
、
体
育
協
会
本
部
の
運
営

に
お
い
て
も
一
翼
を
担
っ
て
お

り
、
本
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

塚
崎

　
知
史

　
様
（
西
町
）

平
成
７
年
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

協
会
に
加
入
以
来
、
町
内
チ
ー

ム
に
所
属
し
な
が
ら
活
躍
さ

れ
、
平
成
13
年　

協
会
役
員
就

任
後
は
、
協
会
の
運
営
に
ご
尽

力
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
か
ら
は
事
務
局
長

と
し
て
、
事
業
の
企
画
立
案
に

積
極
的
に
携
わ
り
、
協
会
の
普

及
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て

い
ま
す
。

文化奨励賞・スポーツ奨励賞受賞者
前列左から高橋さん、岡安さん、山口さん、今田さん、塚崎さん

教
育
委
員
会
表
彰

文
化
奨
励
賞

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

広報わっさむ　平成30年12月号　梢4



東和地区の水源を14年間無償提供

和寒町と剣淵町から玉田さんへ感謝状
　10 月 22 日（月）、役場において、旭川

市在住の玉田伸二さん（字東和出身）に２

町 (剣淵町・和寒町 )からの感謝状を奥山

町長から贈呈しました。

　平成 14 年に広域生ごみ処理施設、平成

25 年には広域有害鳥獣焼却施設を建設。

建設場所の東和地域は水道管が布設されて

いないため、玉田さん所有地の水源を無償

で利用させていただきました。平成 28 年

にこの土地を町内企業に売却しましたが、

剣淵町・和寒町の町民の生活向上のため永

年協力いただいたことから、今回感謝状が

贈呈されました。

　玉田さんは「祖父の代からお世話になっ

ていた和寒町に恩返しができたことはうれ

しい」と話されていました。

東山スキー場リフト無事故で表彰
　東山スキー場指定管理者の道北環境整備協同組

合に 10 月 15 日、札幌市で開催の「2018 年度鉄

道関係功労者等表彰式」で北海道運輸局長から表

彰状が送られました。同組合は 2008 年から東山

スキー場の管理運営を担っていて、今回の表彰は

リフト 10 年間無事故を達成したことによるもの。

　10 月 17 日に同組合は役場を訪れ「これからも

無事故を続けていきたい。」と受賞の報告を行い

ました。

和寒小学校『木育』研究論文で表彰
　和寒小学校の研究論文が、公益財団法人日本教育公務

員弘済会北海道支部が募集した研究助成論文で「入選」

に選ばれました。

　同会は、教育活動の支援を目的に個人研究と学校研究

の部門に分けて毎年、教育研究論文を募集、表彰を行っ

ています。今回の表彰は、平成 28 年度より和寒町、上

川総合振興局、北部森林室と小学校が進めてきた、森林

に親しみを持ち森林の必要性や役割を広めていくといっ

た「木育」の取り組みについて高く評価を受けて表彰と

なりました。

　11 月 1 日に和寒小学校　福田孝夫校長が役場を訪れ、

町長に受賞の報告を行いました。受賞報告をした福田校長（中央）

梢　広報わっさむ　平成30年12月号5



　一般会計の歳出決算額は44億７千万円、特別会計の歳出決算額は36

億６千万円で、全会計を合わせると81億３千万円となり、前年度と比較す

ると13億９千万円の増、率にすると12.06％の増となりました。

　町の収入や支出、起債や基金の状況をまとめたもので一般会計を中心に

お知らせします。

平成29年度 決算状況
すべての会計の歳出決算総額は

81億3千万円

平成29年度に実施した主な事業

その他にも・・・

　　　・高齢者お出かけハイヤー支援事業　・介護従事者資格取得支援事業　

　　　・特産物生産振興補助事業　・大成小川等河川改修工事　・旧西和小学校解体工事

� などの事業を実施しています

保育所わんぱく広場整備事業

東丘浄水場建設事業 公営住宅新築事業

和寒町の財政状況をお知らせします
広報わっさむ　平成30年12月号　梢6



平成29年度　一般会計決算状況
　平成29年度は「安心して暮らすことのできるまちづくり」「産業育成による活気あるまちづくり」

「ひとが輝くまちづくり」の３つの方針を基に、皆さまが安全で安心な生活ができるよう、生活支援

やインフラ整備など予算の執行に取り組んできました。

【　歳　出　】 （単位：万円）

区   分 金 額 構成比

議 会 費 4,242 1.0％

総 務 費 33,805 7.6％

民 生 費 53,421 12.0％

衛 生 費 52,431 11.7％

農 林 業 費 59,591 13.3％

商 工 費 9,958 2.2％

土 木 費 71,475 16.0％

消 防 費 20,185 4.5％

教 育 費 31,799 7.1％

災 害 復 旧 費 3,630 0.8％

公 　 債 　 費 47,138 10.6％

給 　 与 　 費 59,278 13.2％

諸支出金・予備費 2 0.0％

歳出合計 446,955 100.0％

歳入歳出差引残額	 9,104

繰越明許額	 3

実質収支額	 9,101

（単位：万円）

区   分 金 額 構成比

町 　 　 　 税 30,901 6.8％

地方譲与税等交付金 19,691 4.3％

地 方 交 付 税 236,732 51.9％

分担金及び負担金 5,509 1.2％

使用料及び手数料 8,620 1.9％

国 庫 支 出 金 21,163 4.6％

道 	 支 	 出 	 金 35,480 7.8％

財 	 産 	 収 	 入 5,757 1.3％

寄 　 附 　 金 3,012 0.7％

繰 　 入 　 金 49,427 10.8％

繰 　 越 　 金 8,474 1.9％

諸 　 収 　 入 7,540 1.7％

町 　 　 　 債 23,753 5.2％

歳入合計 456,059 100.0％

　財政状況について、実質的な収支は黒字を維持しています。

　80％を超えると硬直化しているとされる財政の弾力性や自由度を示す経常収支比率は73.9％

（H28	68.7％）と良好な水準を保っています。

　また、借金の割合が25％を超えると財政を圧迫しているとされる実質公債費比率においても

2.3％（H28	1.8％）と良好な水準を保っています。

【　歳　入　】

自主財源
26.1％

依存財源
73.9％

町税
分担金・負担金の一部
使用料・手数料・財産収入
寄附金
諸収入の一部・繰入金
繰越金

地方譲与税
利子割交付金
地方消費税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
地方交付税
交通安全対策特別交付金
分担金・負担金の一部
国庫支出金
道支出金
諸収入の一部
町　債

人件費
14.0%

物件費
15.5%

補助費等
25.5%扶助費

3.7% 維持補修費
2.9%

普通建設

事業費
28.7%

災害復旧費
0.8%

公債費
10.5%

積立金
1.7%

出資金
0.2%

貸付金
1.0%

繰出金
7.0%

消費的

経費

61.6％

投資的

経費

18.0％

公債費

10.5％

その他

9.9％
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町税の状況
　納めていただいた税金は、行政サービスの実施や公共施設の整備に使われています。

　いずれの税目においても高い収納率となっています。

科　　目 課 税 額(万円) 収 入 額(万円) 収 納 率 課税1人あたり

町 　 民 　 税 14,572 14,362 98.6％ 42,658円

固 定 資 産 税 12,881 12,165 94.4％ 37,708円

軽 自 動 車 税 1,348 1,346 99.9％ 3,946円

市 町 村 た ば こ 税 3,027 3,027 100.0％ 8,861円

計 31,828 30,900 97.1％ 93,173円

国 民 健 康 保 険 税 12,336 11,847 96.0％ 36,112円

※H30.3.31現在人口3,416人で1人あたり算出

基金の残高、町債の残高の状況
　基金残高と町債残高の状況を特別会計とあわせてお知らせします。

【基金残高】 （単位：万円）

区　　　分
年度末
現在高 増減額

一
般
会
計

財 政 調 整 基 金 73,566 -14,417

減 債 基 金 72,115 -20,214

そ の 他 基 金 213,855 2,419

 合 　 　 計 ① 359,536 -32,212

特 別 会 計 基 金 ② 19,979 1,621

備荒資金組合積立金 ③ 71,841 330

合　計（①＋②＋③） 451,356 -30,261

【町債残高】 （単位：万円）

区　　　分
年度末
現在高 増減額

一 般 会 計 債 ① 399,527 -20,886

特
別
会
計

簡 易 水 道 事 業 債 125,172 90,406

公共下水道事業債 30,663 -1,574

町立病院事業企業債 5,126 -607

介 護 保 険 事 業 債 3,338 1,268

合 　 　 計 ② 164,299 89,493

合 　 計 （ ① ＋ ② ） 563,826 68,607

基金及び町債年度末現在高の推移（過去10年）
　一般会計における基金残高と町債残高の推移です。

31.7

34.8

38.5

41.4
39.2 36.0

30.9

28.5

33.8

41.9 42.0
40.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

H20 H22 H24 H26 H28 H29

基金残高 町債残高（単位：億円）
※H30.3.31現在人口3,416人で1人あたり算出

一人あたりの基金・町債残高

基金 117万円[前年対比－３万円]

町債 105万円[前年対比－７万円]
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地方交付税の推移（過去10年）
　普通交付税は、自治体の運営に必要とされる基準額を計算し、税金など一定の収入を差し引いた額

を自治体に交付する制度です。

　昨年は交付総額24.7億円となり、平成25年度からくらべて1.5億円減少しています。

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

普通交付税 特別交付税 臨時財政対策債 【単位：億円】

19.7 20.1 
21.7 21.2 22.2 22.3 21.9 22.5 21.9 21.5 

2.2 2.2 
2.4 2.5 

2.5 2.6 2.4 2.3 2.1 2.1 1.1 
1.8 

2.0 1.4 
1.4 1.5 1.4 1.4 

1.1 1.1 23.0 
24.3 

26.2 
25.1 

26.2 26.2 25.6 26.0 
25.1 24.7 

※特別交付税＝その年における特別な事情で交付される制度。
※臨時財政対策債＝普通交付税で交付されるべき額のうちの一部を起債し、後年度に交付税補てんされる制度。

平成29年度　特別会計決算状況
　平成29年度の特別会計の決算状況をお知らせします。

 （単位：万円）

国民健康保険会計

歳 入 決 算 額 68,847

歳 出 決 算 額 65,485

差 引 3,362

基 金 残 高 8,968

後期高齢者医療会計

歳 入 決 算 額 6,383

歳 出 決 算 額 6,360

差 引 23

病院事業会計

歳 入 決 算 額 47,066

歳 出 決 算 額 46,214

差 引 852

町 債 残 高 5,126

簡易水道事業会計

歳 入 決 算 額 163,964

歳 出 決 算 額 163,540

差 引 424

基 金 残 高 622

町 債 残 高 125,172

公共下水道事業会計

歳 入 決 算 額 23,297

歳 出 決 算 額 23,157

差 引 140

基 金 残 高 1,264

町 債 残 高 30,663

介護保険会計

[保険事業勘定]

歳 入 決 算 額 56,501

歳 出 決 算 額 55,825

差 引 676

[介護サービス事業勘定]

歳 入 決 算 額 5,910

歳 出 決 算 額 5,782

差 引 128

基 金 残 高 9,125

町 債 残 高 3,338

【用語解説】

自 主 財 源
町が自主的に収入として得ることができる財源。町税、使
用料等

物 件 費
消費的な性質の経費のうち、他の性質に属さないもの。消耗
品費、光熱水費など

依 存 財 源
国・道の基準により定められた額を交付される。地方譲与
税、地方交付税等

補 助 費 各種団体に対する助成金や負担金など

町 税 町民税、固定資産税、軽自動車税など 扶 助 費 被扶助者に対してその生活を維持するために支出される経費

地方譲与税
揮発油税、自動車重量税、消費税、自動車取得税などの一
部が地方に配分されるお金

維持補修費 町が管理する道路や学校などの公共施設の修繕に要する経費

地方交付税
町の規模により、標準的に必要なお金を算定し、国から交
付されるお金

投資的経費
道路、住宅、学校などの公共施設の新設、増設、改修事業な
どに要する経費

町 債 公共事業などを行なうときに国などから借り入れる借金 公 債 費 借金返済に充てる経費
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平成30年度 各会計執行状況　（平成30年９月30日現在）

一般会計の現在の予算総額は44億７千万円

　９月30日現在の一般会計予算総額は44億７千万円です。和寒町長選挙がある年は予算作成の時期

が重なるため、行政運営上経常的に係る経費のみ予算化（骨格予算）することから、当初予算40

億３千万円から４億４千万円増加しています。

　今後も、財政の健全化を維持しながら予算の執行に取り組んでいきます。

【歳 入】 （単位：万円）

区　分 予算額 構成比 収入済額
対予算
執行比率

町 　 　 　 税 28,016 6.2％ 15,965 57.0％

地方譲与税等交付金 17,260 3.9％ 7,428 43.0％

地 方 交 付 税 228,719 51.2％ 158,022 69.1％

分担金及び負担金 6,575 1.5％ 479 7.3％

使用料及び手数料 8,612 1.9％ 4,245 49.3％

国 庫 支 出 金 20,190 4.5％ 3,866 19.1％

道 支 出 金 36,629 8.2％ 8,320 22.7％

財 産 収 入 3,926 0.9％ 484 12.3％

寄 　 附 　 金 3,000 0.7％ 2,193 73.1％

繰 　 入 　 金 50,256 11.3％ 0 0.0％

繰 　 越 　 金 1,000 0.2％ 1,000 100.0％

諸 　 収 　 入 16,632 3.7％ 962 5.8％

町 　 　 　 債 25,860 5.8％ 0 0.0％

歳 入 合 計 446,675 100.0％ 202,964 45.4％

【歳 出】 （単位：万円）

区　分 予算額 構成比 支出済額
対予算
執行比率

議 　 会 　 費 4,281 1.0％ 2,245 52.4％

総 　 務 　 費 31,963 7.2％ 9,412 29.4％

民 　 生 　 費 58,988 13.2％ 19,362 32.8％

衛 　 生 　 費 53,713 12.0％ 20,766 38.7％

農 林 業 費 62,882 14.1％ 16,303 25.9％

商 　 工 　 費 14,535 3.3％ 7,012 48.2％

土 　 木 　 費 56,501 12.6％ 8,895 15.7％

消 　 防 　 費 15,753 3.5％ 8,097 51.4％

教 　 育 　 費 31,500 7.1％ 13,112 41.6％

災 害 復 旧 費 11,815 2.6％ 967 8.2％

公 　 債 　 費 44,707 10.0％ 22,212 49.7％

給 　 与 　 費 59,827 13.4％ 28,670 47.9％

諸支出金・予備費 210 0.0％ 2 1.0％

歳 出 合 計 446,675 100.0％ 157,055 35.2％

≪今年度実施の主な事業≫

街灯ＬＥＤ照明交換事業

不良排水路改修工事

河川改修事業

介護従事者確保推進事業

町道バリアフリー化事業

公営住宅整備事業

保育料負担軽減事業

橋りょう長寿命化事業

Ｂ＆Ｇプール温水ボイラー設置事業

≪一般会計≫

　９月30日現在の特別会計の予算額及び執行状況は次のとおりです。

　皆さまの生活に欠かせないものですので、健全化を維持しながら予算の執行に取り組んでいきます。

≪特別会計≫

（単位：万円）

会  計  名 予算額 収入済額 執行率 支出済額 執行率

国 民 健 康 保 険 会 計 58,465 25,268 43.2％ 21,466 36.7％

簡 易 水 道 事 業 会 計 23,660 2,734 11.6％ 2,734 11.6％

公共下水道事業会計 15,170 6,873 45.3％ 4,840 31.9％

後期高齢者医療会計 6,660 1,801 27.0％ 1,809 27.2％

介 護 保 険 会 計 67,609 26,927 39.8％ 25,440 37.6％

[ 保 険 事 業 勘 定 ] 61,271 26,269 42.9％ 23,573 38.5％

[サービス事業勘定] 6,338 658 10.4％ 1,867 29.5％

病 院 会 計 50,288 19,502 38.8％ 19,775 39.3％
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仕事のやりがい実感
　11 月２日（金）和寒中２年生 28 人が町内施設や企業で職場体験を行いました。

　働くことの意義を体験的に理解させ、望ましい職場観を育てるとともに、職業に対する適正・希望

を考え、進路に対する理解を深めることを目的として毎年行われています。

　生徒達は「働く大人」と接し、あいさつと言葉遣いの大切さや、働くことの厳しさや楽しさ、やり

がいなどを学んでいました。

夢
ホクレンショップ 保育所

図書館花ｊｉｎ

消 防

冬 音

ローソン

病　院
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　第56回町民文化祭が、10月27日（土）から11月11日（日）までの16日間に

わたって開催されました。写真や陶芸、花、書道など多くの力作が展示さ

れたほか、短歌教室やダンスパーティー、お茶会などが開催され、多くの

来場者で賑わいました。11月４日（日）には芸能発表会がおこなわれ、歌や

踊り、詩吟、ピアノ、太鼓など町内各サークルの発表のほか、剣淵町から

歌謡曲の発表があり、訪れた観客から大きな拍手が贈られていました。

町民文化祭



三角山放送局は札幌市西区から発信のＦＭラジオの放送局。
「月刊わっさむ」は、毎月第４火曜日午後２時から30分間の放送で、イベント情報や特産品情報
など、町民の方などが出演し発信している和寒町の番組です。

【放送を聴くには…】

次回の放送は…　11月 27日（火）、12月 25日（火）、１月 22日（火）、いずれも午後２時から

「三角山放送局」でホームページを検索いただくか、スマホなどは、無料アプリ「Listen Radio」などを使

うと便利です。過去の放送は和寒図書館にＣＤで保管しております。札幌市内（西区辺地域）で聴くには、

周波数 FM76.2MHz です。ぜひ聴いてみてください。

札幌三角山放送局　FM76.2MHz

　８月の放送は、９月29日に開催した、和寒町の仮装ハロウィー

ンイベント“わっさむハロウィーン”

　「３年目となり、少しづつ定着してきていると思いますが、まだ

まだです。かぼちゃの作付面積日本一のブランドがありますので、

それを活かして頑張っていきたいと思っています。」去年はどんな

仮装が多かったですかという質問には、「毎年、はやりがあるよう

で、去年は、ミニオンやブルゾンちえみの仮装が印象にのこってい

ます。今年は、どんな仮装が出てくるのか非常に楽しみにしてい

ます。トリックオアトリート（行進）はあらかじめ申込みが必要

ですが、参加者募集中です。」と参加を呼びかけました。

■８月28日　第89回の出演は…　わっさむハロウィーンプロジェクト
� 副会長　合田　俊幸さん

■10月23日　第91回の出演は…　産業振興課　商工観光労政係　山口　敏典　主事

　10月の放送は、11月７日から13日に開催した“どさんこプラザ

札幌店和寒フェアと和寒関連商品の紹介”

　「どさんこプラザ札幌店では、普段取り扱っていない和寒町の

商品を販売します。また、札幌市のカフェラストミントで和寒産

のカボチャを使ったパンケーキを期間限定で販売しています。や

さしい甘さの美味しいパンケートとなっております。どさんこプ

ラザでのイベントと合わせて、お近くにお立ち寄りの際には、ぜ

ひお越しください。」と和寒町関連の商品、イベントをＰＲしま

した。

■９月25日　第90回の出演は…　パンプキンフェスティバル実行委員会　
� 委員長　佐藤　昭徳さん
　９月の放送は、“パンプキンフェスティバル2018”

※本年度は、台風の影響で中止となりました。

　「かぼちゃの収穫もだいたい終わり、それに向けて準備を進め

ています。昨年は天候にも恵まれ、多くの人が来て下さいまし

た。今年もイベントが盛りだくさんで熱気球体験やカボチャのラ

ンタン掘り体験やカボチャ御輿等々、様々なイベントを予定して

おり、カボチャの料理や露店の出店もあります。送迎バスも町内

で運行しておりますので、ぜひお越しください。」と参加を呼び

かけました。

「月刊わっさむ」毎月元気に放送中！
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こんにちは　農業委員会です！
○第 11 回　農業委員会総会の会議結果は下記のとおりです

　日時・場所　11 月 19 日（月）９時 00 分　

　　　　　　　役場第２会議室

　出 席 委 員　13 名

　議　　　件　１．土地の現況照明　２件

　　　　　　　２．農用地の賃貸借　８件　

お問合せは農業委員会（TEL322435）まで

「お疲れ様」農村生活体験終える
　10 月 30 日（火）農村生活体験激励・感謝の会が

行われました。

　今年度実習生の北川美和さん（写真左）が実習体

験を終え、受け入れしていただいた農家の皆さんと

実習期間を振り返り、笑顔が絶えない心に残る時間

を過ごしました。

　北川さんは「和寒町にはすぐ馴染むことができた。

農業だけではなく、札幌での販売会やイベントにも

参加できた」と体験を振り返り、地元の滋賀県に帰

郷されました。

住民基本台帳の閲覧状況について
　住民基本台帳法により閲覧状況を公表することとされています。平成 29 年 11 月１日から平成 30

年 10 月 31 日までの閲覧状況は次のとおりです。

閲覧申出者の氏名
（法人の場合、名称・
代表者氏名）

委託を受けて閲覧を
行っている場合の委
託者

利用目的の概要 閲覧の年月日 閲覧に係る住民の範囲

自衛隊旭川地方協力
本部本部長　
山　﨑　誠　一

自衛隊旭川地方協力
本部　名寄出張所

陸上自衛隊高等工
科学校の生徒に関
する募集事務

平成 30 年
10 月 18 日

平成 14 年４月２日
～平成 16 年４月１日生
（男子）

子育てファイル「すとーりー」
～子どもの成長を守り、育ちと学びを支える資料～

　10 月 29 日（月）公民館において、子育て講演会を開

催しました。発達心理士で子育てファイルの普及啓発に

取り組む美瑛町教育委員会の目良久美氏を招いて、子育

てファイルの利用方法や書き方について学びました。町

では平成 31 年４月から、乳幼児検診等の各種健診や保

育所、小中学校での面談時などに、ファイルのシートを

活用していきます。（30 年度も面談の際など自由にお使

いいただけます。）

ファイル使用に際し、ご不明な点ありましたら教育委員会学校教育係（TEL32-2477）まで
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福井国体　ウエイトリフティング
和寒町出身者２名が活躍！

　平成 30 年 10 月４日～８日に福井県小浜市で開催され

た福井国体ウエイトリフティング競技大会に、和寒町出

身２選手が出場しました。

　94 キロ級に出場した二階堂巧
いつ

輝
き

選手（日本体育大学

４年）は国体出場が６度目となり、スナッチ 142 キロ、

ジャーク 166 キロを挙げ７位入賞を果たしました。ま

た、105 キロ級に出場した福本 龍
りょう

馬
ま

選手（法政大学３年）

は４度目の国体出場。スナッチ 139 キロ、ジャーク 172

キロを挙げ６位入賞を果たしました。表彰台で賞状を掲げる福本選手（右から３番目）

ミニバレーでポールスター賞受賞
　和寒ミニバレー協会の白鳥和信さん（80 歳）、甲

野晴久さん（78 歳）のお二人が、11 月３日（土）

札幌市で行われたミニバレー大会 JAPAN CUP 2018

の会場で、一般社団法人全日本ミニバレー協会から

「ポールスター賞」を受賞しました。

　この賞は、75 歳以上になっても現役として輝く

方々に贈られるもので、他の模範となる生涯スポー

ツプレーヤーとして地域での活躍が認められての受

賞となりました。

ポールスター賞を受賞した白鳥さん(左)と甲野さん(右)

和寒ふるさと会と交流　10/28札幌和寒会、10/31旭川和寒会

　札幌和寒会と旭川和寒会から総会の案内があり、和寒町から各総会へ出席してきました。

　総会では交流事業などの報告があり、総会終了後の懇親では、久しぶりに顔をあわせた参加者と、

ふるさと和寒町の話で盛り上がりました。

　参加された皆さんは各分野でご活躍されていて「故郷を離れても和寒町への大切な思いは変わらな

い」とお話されていました。ふるさとを偲んだ良い一日となったようです。

【会員募集中】
　札幌和寒会、旭川和寒会、東京和寒会の各会では仲間の参加を呼びかけています。各会の近郊

にお住まいの方で、ご興味のある方は、役場へご連絡ください。

� （担当：総務課まちづくり推進係　℡32-2421）
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　学校評価は、従前より各学校において「教育活動その他の学校運営の状

況について評価を行い、その結果に基づき学校運営の改善を図る」ことを

目的に各学校で実施されていました。評価方法としては「自己評価」「保

護者アンケート」「学校関係者評価」を総合的に捉え、結果は、学校通信

等を利用して公表しその改善を図ってきました。

　今回の学校評価は、学校運営協議会で行うからといって別物ではなく、

学校評議員会で行っていた「学校関係者評価」と同類で、学校の自己評価

をもとに、学校の課題や魅力を発見する評価や学校の改善に向けて提案を

行い、共に解決していくところまで発展させていくための評価です。

　学校が行った自己評価の結果を踏まえた改善策が適切かどうかを評価し、さらに、学校関係者評価

を受けて、学校運営協議会が主体的に課題の解決に向かっていくようにすることが協議会で行う大き

なねらいとなります。

　そのためには、学校の状況や努力が評価者に理解

されるよう十分な情報提供や学校の公開を行うこ

とが必要となります。また、評価者は、学校に対し

て意見を述べるとともに、家庭・地域においては学

校運営改善のための窓口の一つであると同時に学

校の理解者としてその努力を伝えていくことがこ

れから期待されていきます。

　さて、今回の学校評価は、校長から示された「本年度の重点目標」を受けて、「わつとさむ」

になぞらえた目標（「わっとさむ 30」）を評価視点とし、先ずは学校において「自己評価」、それに「保

護者アンケート」を加え達成状況を「ＡＢＣ」で判断します。 達成されたものは、よりよくなる

ために、達成されなかったものは改善の方策を講じます。それを、学校運営協議会で報告を受けて

ＣＳとして評価をしていきます。この評価一連の流れは、「地域とともにある学校づくり」の基本

である地域と学校が一体となって学校運営に対する意識を高めていくことにつながっていきます。

１月末から２月上旬に評価結果がまとまる予定です。まとまったものは、次年度の「地域の人との

関わりを深めていく体制づくり」「地域と学校が協力する取組」「児童生徒が地域で活躍できる場づ

くり」等に反映され、さらに充実した学校運営協議会に役立てられていきます。

学校評価を実りあるものに
　去る10月18日 (木 ) 第２回学校運営協議会が開催されました。各学校か
ら提案された学校運営方針に基づく「学校評価」のあり方についての検討です。
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コミュニティ・スクールあれこれ
　このコーナーを利用して、コミュニティスクールの導入の経緯やその役割、

そして活動内容に触れてきました。少しは、コミュニティ・スクールについ

てお分かりいただけたでしょうか。

 協議会の活動内容は 
　本来、協議会は、校長が作成する学校運営に関する基本方針の承認等を通じて学校運営について協

議されていました。

　しかし、児童生徒が抱える課題等を把握する立場にありその解決のための協議を行うことから、協

議会の役割として、学校運営に関する協議に加え、学校運営への必要な支援に関する協議も行うもの

とされ現在に至っています。

 協議会の委員は  
　端的に言えば、学校運営の円滑な実施に向けて、実際に学校運営の改善に関する活動を行っている

人が相応しく、委員は教育委員会が任命していきます。第三者として学校に対する批判をするのでは

なく、学校に対して一定の理解を有した上で、学校を応援する立場として、学校の運営改善に資する

ような建設的な意見を述べ、学校運営に責任感を持って参画していきます。

 学校に対する支援は 
　「地域学校協働本部」に参画している民間団体やボランティアの方、その他学生、保護者、ＰＴＡ、

ＮＰＯ、民間企業、団体・機関等の幅広い地域住民の方に参画していただき、地域全体で子どもたち

の学びや成長を支えていきます。

　活動内容としては、登下校指導、校庭整備、各教科の学習支援、地域の資源回収、地域伝統行事の

参加、加えて地域振興活動が考えられます。つまり、「学校運営協議会」と「地域学校協働本部」は学

校を支える両輪として、今後もその役割を有効に果たしていくことが協議会の成否となっていきます。

問い合わせは、教育委員会内庶務学校教育係（℡32-2477）まで
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■早朝の除雪作業にご理解を
　朝の通勤、通学時までに除雪を終了させるため、早朝から作業をおこ
ないますので、騒音振動などでご迷惑をお掛けすることもありますが、
ご理解をお願いします。

■�車道や交差点への雪
捨てはやめましょう

　除雪した道路に雪を出す
ことで、わだちが出来た
り、道幅が狭くなるなど通
行の障害になったり、交通
事故の原因にもなります。
敷地内で処理するか雪捨場
をご利用ください。

■河川への雪捨ては危険です
　特に、市街地区の小河川につい
ては融雪時に流水の妨げになり、
子どもが入りこむと事故につなが
る危険性があるため、河川への投
雪はやめましょう。

■路上駐車は絶対やめよう
　路上に放置された１台の車のた
めに除雪車が前に進めなくなり、
引き返すことがあります。除雪が
後回しになるなど、町内全体の迷
惑になります。 ■�玄関先の雪処理は

各家庭で
　除雪車が通った後、玄
関先の雪を何とかして欲
しいという声をお聞きし
ています。町では広い地
域の除雪作業を短時間で
効率よくおこなわなけれ
ばならず各自で取り除く
ようお願いします。

■ゴミは除雪の後に
　各家庭から出されるゴ
ミは、収集日当日の除雪
の後に出してください。
夜間や前日から出します
と、雪の下になり、除雪
と一緒に処理されて収集
できなくなります。

■雪捨場案内
　町の指定雪捨場
は、松岡４号の旧町
営球場敷地です。奥
の方から順に利用し
てください。また、
ゴミが混入しないよ
う注意しましょう。町道除雪総延長：155.4km

地図太枠内区域はＡ業者で、その他の区域はＢ業者による除雪となります。
　　　　※一部地図範囲外があるため下表参照

委 託 業 者 名 委　　託　　範　　囲

Ａ
旭実興業㈱和寒支店

字三笠℡32-2338

恵みケ丘自治会、道道和寒幌加内線から南側（中和自治会、松岡・北原自治会、

三和・菊野自治会の一部）三笠南自治会、西和福原自治会

Ｂ
㈱コンドー興産

字東丘℡32-2011

大通自治会、仲町自治会、西町自治会、若草自治会、かたくり自治会、道道和寒

幌加内線の北側（東山自治会、中和自治会、松岡・北原自治会、三和・菊野自治

会の一部）

お気づきの点があれば、

役場建設課（電話32-2424）または、委託業者にご連絡ください。なお、道道については、旭川建設管理

部士別出張所（電話23-2191）にご連絡ください。

除排雪作業にご協力を ～冬道を安全で快適に過ごすために～
　冬の町民生活を安全・快適に過ごすために、冬道の除雪体制についてお知らせします。作業を迅速

かつ円滑に進めていくために、町民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。
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ジュニアイングリッシュ講座

公民館でＡＬＴのハリソン先生が、小学生を対象に「自己

紹介」をテーマに英語講座を開催しました。

ゲーム形式などを交え、参加した児童は、楽しく英語を学

んでいました。この講座は、今後も月１回開催される予定で

す。

10/13
(土)

１市３町スポーツ推進委員研修会

士別市・剣淵町・幌加内町・和寒町のスポーツ推進委員23名

が集まり、公民館でノルディック複合元日本代表の加藤大平氏

を講師に「コオーディネーショントレーニング講座」が開催さ

れました。この研修会は、地域の指導者としての資質向上と推

進委員の交流を図るため毎年持ち回りで開催されているもので

す。体幹や敏捷性を鍛えるメニューを体験した参加者からは

「非常にきついメニューでした。それぞれの活動の場で今回学

んだことを活かしていきたい」と感想を話されました。

10/14
(日)

着物リメイクファッションショー

古着リメイクサークル秋
コ ス

桜
モ ス

（鷹西真理子会長）主催のファッ

ションショーが公民館で開催されました。タンスの奥で眠って

いた着物や帶を、普段着でも着られるように準備を進めてきま

した。当日は、モデル30人が作品を試着し舞台に登場。観客は

衣装に触れて出来栄えを確かめていました。

10/13
(土)

まちのニュース  カメラアイ ～地域の話題をお届けします～

教育講演会　「外国語教育の充実に向けて」

公民館恵み野ホールで、北海道教育大学旭川校教授、

石塚博規先生から、小学校の外国語の教科化によって、

中学校や高等学校の英語教育はどのように変わるのか、

英語を通して子どもたちにどのような力をつけようとし

ているのかなど、現代の英語教育の現状を含め、ご講演

いただきました。

10/12
(金)

東丘浄水場を視察

今年の６月26日から町民皆さんのもとへ水をお届けして

いる、新しい東丘浄水場の視察や見学に、多くの方々が訪

れています。

この日は、月形町と新篠津村が合同で運営する「月新水

道企業団」の方々が来町し、浄水場内の様々な施設を視察

しました。

10/25
(木)
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風疹について
町立和寒病院　院長　山下　晃史

　年の春頃、沖縄から始まった風疹の患者数の増加は、夏には東京を中心とした首都圏に広がりを

見せました。時々ニュースになっていたので、妊婦さんや妊娠を予定している女性を抱えたご家族

の皆さんは、気になっている方もおられることでしょう。今回は、来年には北海道でも患者増加が

危惧される風疹について正しく理解していただければと思います。

　風疹はウイルス感染症で、風疹ウイルスによって引き起こされます。風疹ウイルスの伝染力は、

水疱瘡やはしかよりはやや弱いとされていますが、インフルエンザより強い感染力です。風疹ウイ

ルスは感染者の咽頭から排出される体液に含まれ、飛沫感染、接触感染します。伝染期間は発疹の

発症前１週間から発疹出現後４日間くらいと言われています。感染してから症状が出るまで、２週

間から３週間と比較的長く、発疹などの症状が出る前から感染力を持っているため、風疹患者が増

えてくると、免疫の無い人の予防はなかなか困難です

　初発症状は微熱、頭痛、倦怠感、鼻水、咳などのかぜ症状が多く、１～５日後に点状の発疹は全

身に広がり、３～５日で消えます。20％くらいは発疹が出ないことがあります。小児は38℃以上の

発熱が３日ほど、成人は５日ほど出ることが多いのですが、高熱がでない場合も50％程度ありま

す。成人では特に頚部のリンパ節の腫れがよく見られ、小児より症状が重くなることが多いようで

す。このように症状にばらつきがあり、症状からの診断は不正確で、確定診断には血液検査が必要

です。

　合併症として、関節炎、血小板減少性紫斑病、脳炎などがありますが、5000人に１人程度で、重

篤な状態になることは稀です。もっとも厄介なのは、妊婦の妊娠初期の感染で、胎児に先天性風疹

症候群を引き起こすことです。妊娠10週までに妊婦が風疹ウイルスに初めて感染すると、90％の胎

児に様々な影響を及ぼすと言われています。先天性風疹症候群の三大症状は心奇形、難聴、白内障

ですが、それ以外にも胎内死亡や流産も増えますし、網膜症などの眼異常や髄膜脳炎、脳性麻痺、

糖尿病、低体重など多岐に及びます。

　インフルエンザのように風疹ウイルスに効果のある薬はまだ開発されていません。そこで大切に

なってくるのはワクチン接種による予防です。日本では1977年に女子中学生を対象にワクチンの集

団接種が開始されました。1988年から1993年までは麻疹の定期予防接種のワクチンとして、麻疹、

風疹、おたふくかぜ混合ワクチン（ＭＭＲ）の選択が可能となりました。しかしながら、この混合

ワクチンの健康被害が多発して、接種が控えられるようになりました。1994年からは、12か月から

90か月の男女と中学生の男女に風疹ワクチンの２回接種が開始されました。2006年からは麻疹風疹

混合ワクチンとして、１歳、就学前年の２回予防接種が開始されました。

１．予防接種を１回もしていない可能性が高い世代 

昭和37年（1962年）４月１日以前に生まれた女性

昭和54年（1979年）４月１日以前に生まれた男性

２．予報接種を１回受けている可能性が高い世代 

昭和37年４月２日から平成２年４月１日までに生まれた女性

昭和54年４月２日から平成２年４月１日までに生まれた男性

３．予防接種を２回受けている可能性が高い世代 

平成２年（1990年）４月２日以降に生まれた男女

　制度切り替えの時期やワクチンの健康被害で接種を控えていた時期もあり、必ずしも受けている

とは限りません。また２回接種ではかなりの確率で予防効果が期待できますが、１回では効果が出

ない場合もあります。ワクチンの予防効果が残っているか、あるいは以前に風疹感染して免疫力が

あるかの判定には風疹の抗体検査（血液検査）が必要です。この検査には5000円程度の費用がかか

りますが、妊娠を希望する女性とその同居家族は無料です。来年からは今年感染者の多かった30～

50代の男性も無料になるようです。抗体検査で免疫力が無いか低下していればワクチン接種となり

ます。ワクチン接種は妊娠中できませんので、早めの準備が必要です。風疹はインフルエンザとは

違いワクチンで、かなりの確率で予防できます。気になる方は抗体検査をお勧めします。

広報わっさむ　平成30年12月号　梢20



　暖房用燃料や衣料品の購入、住宅の断熱対策等冬期間にかかる経費の一部を助成しま

す。

　12月１日現在、和寒町民であり、冬期間に町内の自宅に居住する世帯で下記の①～④の

いずれかに該当する世帯

１万円（和寒町商業振興協同組合発行商品券500円×20枚）

期間　平成30年12月6日～平成30年12月28日

場所　保健福祉センター　または　役場お客さま窓口

　　　　　申請に必要なもの

　　　　　　①申請書　申請書は広報わっさむ12月号に折り込みしてあります

　　　　　　②印　鑑

　　　　　　③対象の世帯であることが証明できるもの（保険証や障害者手帳など）

年 金 あ れ こ れ ～年末調整・確定申告まで大切に保管を！～

◎国民年金保険料は社会保険料控除の対象
平成30年中に国民年金保険料を納付されたかたには、「社会保険料（国民年金保険料）控除証明

書」が11月または翌年２月に日本年金機構から送付されます。

国民年金保険料は、納付した全額が所得税・町道民税の社会保険料控除の対象となります。

控除の対象となるのは、平成30年１月から12月までに納められた保険料の全額です。過去の年度分

や追納された保険料も含まれます。また、ご自身の保険料だけでなく、ご家族（配偶者やお子様等）

の負担すべき国民年金保険料を支払っている場合、その保険料も合わせて控除が受けられます。年末

調整や確定申告の際に必要となりますので大切に保管してください。

◎11月に送付されるかた
平成30年１月１日から10月１日までの間に国民年金保険料を納付された方

◎２月に送付されるかた
平成30月10月２日から12月31日までの間に、今年はじめて国民年金保険料を納付された方

お問い合わせ先　ねんきん加入者ダイヤル　電話番号０５７０－００３－００４

〈受付期間〉平成30年11月１日（木）～平成31年３月15日（金）

〈受付時間〉・月～金曜日　午前８時30分～午後７時00分

　　　　　　・第２土曜日　午前９時00分～午後５時00分

　　　　　　・祝日（第２土曜日を除く）、12月29日～１月３日はご利用できません。

お問い合わせ：保健福祉課福祉係　TEL 32-2000

冬の生活を応援します！

平成 30年度の町民税が非課税の世帯
④生活保護世帯

①高齢の方がいる世帯 ②障がいのある方がいる世帯 ③ひとり親等世帯
全員が 65 歳以上の世帯

（平成 31 年３月 31 日ま

でに満 65 歳になる人を

含みます）

障がいのある方が同居している世帯

(1) 療育手帳所有者

(2) 身体障害者手帳所有者

　　(１・２級 )

(3)�精神障害者保健福祉手帳所有者

児童扶養手当の支給

要件に該当する方の

属する世帯

生活保護を受給

している世帯

代理の方でも
申請できます

内　容

対象者

助成額

申　請
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話題の新着本

図書館へいこう！図書館へいこう！

『童話作家のおかしな毎日』

� 富安�陽子／著

愛してやまない家族のこと、不思議な

縁で結ばれた両親のこと、童話作家に

なったきっかけ…。童話作家・富安陽

子が自身のルーツをファンタジーぬき

で綴る。

『その先の道に消える』

� 中村�文則／著

アパートの一室で発見されたある“緊

縛師”の死体。重要な参考人の桐田麻

衣子は、刑事・富樫が惹かれていた女

性だった。疑惑を逸らすため、富樫は

麻衣子の指紋を偽装するが…。

『沈黙のパレード』� 東野�圭吾／著

秋祭りのパレードで起きた殺人事件の

容疑者はかつて草薙が担当した少女殺

害事件で無罪となった男。男は証拠不

十分で釈放され堂々と遺族達の前に現

れる。超難問に突き当たった草薙はア

メリカ帰りの湯川に助けを求め…。

『エムエス』� 今野�敏／著

かつて警察官だった大学教授の小早

川。学内ミスコン反対運動を推進する

女子学生が、彼と話をした直後に襲わ

れる。警察に疑われ続ける教授に代わ

り、小早川ゼミの学生たちが事件の真

相に迫り…。

『下町ロケット　4』�池井戸�潤／著

トランスミッション開発に乗り出した

佃製作所。ギアゴーストやライバル

メーカー・ダイダロスとの戦い、帝国

重工の財前が立ち上げた新たなプロ

ジェクト…。準天頂衛星「ヤタガラ

ス」が導く、壮大な物語の結末とは?

『ことことこーこ』

� 阿川�佐和子／著

結婚10年目に離婚し、実家に戻った香

子。フードコーディネーターとしての

新たな人生を歩み出した矢先、母・琴

子に認知症の症状が…。笑いと希望の

介護小説。

『向日葵のある台所』　

� 秋川�滝美／著

学芸員の麻有子は、娘と二人暮らし。

ある日、折り合いが悪い姉からの電話

によって、平穏な日常が崩れていく。

倒れた母親を引き取るものの、過去の

トラウマから逃れられず…。「家族」

の違和感を描いた衝撃作。

『キネマの天使』� 赤川�次郎／著

人気映画監督が率いるチームで、現場

全体を眺めることができるスクリプ

ターゆえに、トラブル解決に奔走する

亜矢子。撮影もこれからが佳境という

最中、スタントマンが刺殺され…。

今月のBEST本（10月の貸出回数上位本）

１２・１月のイベント情報

12/�8(土)��14:00～　おはなし会

12/15(土)　10:00～　ポコ･ア･ポコクリスマス会

12/22(土)　14:00～　クリスマス映画会

12/29(土)��14:00～　おはなし会

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★

　　　　ポコ・ア・ポコ
　　　　　　クリスマスおはなし会

　　　　　　　日にち　12月15日（土）

　　　　　　　時　間　午前10時30分

　　　　　　　場　所　図書館視聴覚室

クリスマスの絵本やパネルシアターなど

盛りだくさんの楽しいおはなし会です。

サンタさんからのプレゼントもあります。

おともだちと一緒に遊びに来てね！

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★
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士別警察署かわら版
融雪期における事故の防止

　例年、屋根の雪下ろし作業中の転落や、屋根
からの落氷雪の下敷きになる事故が発生してい
る他、暴風雪による車両の立ち往生で命を落と
す事故が発生しています。このような事故を防
ぐために、次のことに注意しましょう。
(1)　雪下ろしは複数人で
　�　作業中はハシゴを支えたり、通行人等の安
全を監視する補助者を配置するほか、高所か
らの転落防止措置を確実に講じましょう。
(2)　除雪機による除雪は安全を確かめながら
　�　除雪作業時は、作業に適した服装と周囲の
安全を確認し、その場を離れる時には、必ず
エンジンを停止しましょう。
(3)　気象情報に注意
　�　車が立ち往生した場合に備え、車内には防
寒着長靴、手袋、スコップ、牽引ロープ等を
車載しておきましょう。

飲酒運転の根絶
～一杯で消える未来と消せぬ罪～

(1)　飲酒運転は悪質な犯罪！
　�　飲酒運転は、悲惨な交通事故を引き起こす悪
質、危険な運転行為です。お酒を飲むとわずか
な量でも運転に大きな影響を及ぼし、重大事故
を起こす可能性が高まります。｢飲酒運転をし
ない、させない、許さない｣を合い言葉に、地
域全体で飲酒運転根絶の気運を高めましょう。
(2)　飲酒運転は、運転者以外も処罰の対象！
　�　飲酒運転は、運転者だけではなく、車を運
転する恐れのある人にお酒を提供したり、お
酒を飲んでいる人に車を提供したり、飲酒運
転の車に同乗すると、たとえお酒を飲んでい
なくても処罰の対象になります。

問い合わせは士別警察署まで。
　士別警察署　㈹２３－０１１０

和 寒 町
▼５万円　離町に際しまちづくりに
　　　　　佐々木　トミヱさん（三　笠）
▼３万円　亡夫の葬儀に際し
　　　　　まちづくり・病院運営に
　　　　　安孫子　孝　子さん（中　和）
▼３万円　親族の離町に際しまちづくりに
　　　　　田　嶋　信　幸さん（旭川市）
▼５万円　和寒のまちづくりに
　　　　　北海道モーターサイクルスポーツ協会
　　　　　会長　石　川　治　彦さん
▼ふるさとまちづくり応援寄付金（ふるさと納税）
� 10月分　463件　計515万円
▼手作り雑巾60枚　（和寒小学校へ）
　　　　　デイサービス友遊利用者一同
社会福祉協議会
▼５万円　離町に際し
　　　　　佐々木　トミヱさん（三　笠）
▼10万円��亡父の葬儀に際し
　　　　　安孫子　孝　子さん（中　和）
▼３万円　亡母の葬儀に際し
　　　　　横　山　明　子さん（東　町）
▼３万円　亡兄の葬儀に際し
　　　　　太　田　節　子さん（旭川市）
▼５万円　亡妻の葬儀に際し
　　　　　山　口　孝　司さん（三　笠）
＝寄　贈（芳生苑）＝�タオル・野菜他
▼東　　　千恵子さん（松　岡）
▼高　原　成　徳さん（北　原）
▼梅　本　スミ子さん（三　笠）
▼士別地区校正保護女性会
▼下　井　トミ子さん（三　笠）
▼竹　本　サツ子さん（菊　野）
▼髙　桑　ヤス子さん（三　笠）
▼安孫子　孝　子さん（中　和）
▼青　塚　　　貢さん（大　成）
▼虻　川　政　義さん（日ノ出）
＝慰　問（芳生苑）＝
▼吉　原　　　勇さん（歌の慰問）
▼霜月ボランティア（抹茶提供）
▼喫茶ルームボランティア（コーヒー提供）
▼草花の会（作品展示）

10月中交通事故状況 （10月末現在）

発生件数
人 身　　１件（　　６件）

物 損　　３件（　７９件）

死　　者 ０人（　　０人）

傷　　者 ３人（　１３人）

道内での死者 １０人（１１４人）

（　）内は30年累計

交通事故死ゼロ日数　７３７日

■人の動き　　　　　　10月末現在
人　口　　３，３８１人（△１６人）
　男　　　１，５８６人（△　８人）
　女　　　１，７９５人（△　８人）
世帯数　　１，６７２戸（△　９戸）

（　）は前月比
出生　２人　　死亡　３人
転入　４人　　転出１９人

■たんじょうおめでとう
　あかちゃん　　　おとうさん・おかあさん　　住　所

山内　清
きよ

正
まさ

くん　　逸郎・早紀　　日ノ出

北口　結
ゆ

彩
あ

ちゃん　徹　・真実　　南　町

三好　和
わ か な

奏ちゃん　渉太・洸　　　北　町

阿部　有
ゆう

真
ま

くん　　優太・彩子　　北　原
■お悔やみ申し上げます
  氏　名 　年齢 住　所
安孫子和男さん　　　80歳　　　　中　和
横山きし子さん　　　95歳　　　　東　町
太田　　實さん　　　81歳　　　　日ノ出
山口　和子さん　　　68歳　　　　三　笠
小原　正一さん　　　84歳　　　　東　町
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広 報 わっさむ

武山　晃
こう

太
た ろ う

郎くん　《H29.12.４生れ》
　日ノ出　武山　誠さん・玲子さんの次男

はじめまして、こうたろうです。 
得意技はボールをポーンすることだよ。 
集中すると顔がホーッてなっちゃうんだ。 
おもちゃの車を動かしたり、楽しい音楽も大好き♪ 
そろそろ雪遊びもできるかな！ 
まだちょっと恥ずかしがり屋だけど、保育所にも通い始めたから見か
けたら声をかけてね！ 

　クリーンタウンわっさむでは、子どもたちがごみ減量やリサイクルに関心を持ち、家族一緒に考え

ていただくことを目的に、リサイクルアイデア作品を募集しました。今回は28点の力作が募り、審査

の結果、次のとおり入選者が決定しました。

　和寒町着地型観光推進協議会で11月９日～11日まで夫

婦岩のライトアップ事業が行われました。夫婦岩に４台

の発電機を持ち込み、日没後から午後10時頃までライト

アップを行い、ビューポイントを設け、車でライトアッ

プの様子を見に来る人もいました。

　夫婦岩は町の観光資源の一つですが正確な場所を知らな

い町民も多いため、観光地づくりへの関心を高めるきっか

けにし、これからの観光振興に生かしていきます。

小学１年生の部 最優秀賞山口君の作品ヤクルトの

空き容器で作った「かぶとむしとくわがたのもり」

学年
リサイクルアイデア賞

最優秀賞 優秀賞 ユーモア賞
小１ 山口　莉

り お

生 伊藤　陽
よう

太田　煌
こう

成
せい

小２ 酒向　耶
や

眞
ま

登
と

福川　正
しょうま

真 川江　優
ゆ

芽
め

小３ 弓場　琉
る い

生 加清　陽
は る と

斗 塚崎　彩
さ や

梛

小４ 遠藤　琴
こと

華
か

髙橋　響
ひびき

細川　皓
こ う き

生

小５ 髙岡　響
こ お る

琉 塚崎　陽
ひ

菜
な

－

小６ 佐々木　夢
ゆ

虹
に

大川　聖
こうき

加清　璃
り お

音

ポスター
小２ 五十嵐　柚

ゆず

紀
き

－ －

リサイクルアイデア作品展　入選者決定が決定

暗闇で神秘的に浮かび上がる夫婦岩
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